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商品名等
（電気用品名等）

鉱石泉湯製造装置

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　温泉（鉱石泉）湯水製造装置である。温水器からの温水の一部を取り込み、ボイ
ラーで高温加熱して蒸気を作る。その蒸気を鉱石に当て温泉の素となる成分を取り
出し、冷えて凝結した液体をタンクに溜める。この液体をポンプを用いて温水器か
らの温水と混合し、温泉と同等な湯を供給する。

○構造、仕様、意匠
　ボイラー用電熱装置の消費電力：１．２ｋＷ
　定格電圧：１００Ｖ
　凝結液体タンク容量：０．５リットル

○ 主な使用者、販売先
一般家庭。

２　対象・非対象の解釈
　
　特定電気用品以外の電気用品中、交流用電気機械器具の「医療用物質生成器」と
して取り扱う。

（理由）
　鉱石に蒸気を通すことによりイオン成分を抽出するものなので、「医療用物質生
成器」として取り扱うのが妥当と判断する。


